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ユーザー紹介／第 93回

避難解析の世界的権威 
ガレア教授に聞く！

研究室
 Information

The University of Greenwich Fire Safety Engineering Group

URL● http://fseg.gre.ac.uk

所在地● Greenwich Campus, Old Royal Naval College, 

　　　　　Park Row, London

研究内容● 火災安全工学など

EXODUSの幅広い用途について説明するガレア教授（フォーラムエイト東京本社にて）
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Up&Coming93 号　ユーザ紹介／ヨーロッパ特集　巻頭インタビュー

2003 年に韓国で起こった地下鉄火災の現場。
火災発生当時、すぐに逃げた人は7%にすぎず、
半数はじっとしたままだった

広場における群集の動き（左）とExodusによる解析結果（右）は定量的、定性的に非常によく
一致している　（資料提供：Edwin R Galea）
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ユーザー紹介／第 93回

中目黒駅旅客流動シミュレーション。EXODUSとUC-win/Roadの連携により、群衆の動きを可視化。
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Up&Coming93 号　ユーザ紹介／ヨーロッパ特集

事故対応を訓練するシミュレータ
UC-win/Roadで現場をリアルに再現

訓練生の行動を記録し、改善に生
かす評価レポートも出力

BMIA
BMIA

URL● http://www.bmia.fr

所在地● 65 Av. Victor Hugo, 33110 Le Bouscat, France

研究内容● トンネル統合管理システム、水処理システ

ムなどの開発
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ユーザー紹介／第 93回

ボルドー
（フランス）User

 Information

フランス・ボルドーにあるBMIA社のテクニカル・ディレクター、フィリップ・マルソー氏
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ユーザー紹介／第 93回

UC-win/Roadと独自システムを連携
ソフト開発キットに高い評価

「G'VAL Training System」のデモンストレーションに使う6面スクリーン。3台のパソコンに接続されている

トンネルの統括制御システム（SCADA）の画面（左）と、火災警報などの状況を知らせる画面（右）

UC-win/Roadを通じて表示されたトンネル各部分の監視カメラ映像

教官用の画面。様々なシナリオによって事故や火災などを発生させ、訓練生の行動の記録や評価が行える
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Up&Coming93 号　ユーザ紹介／ヨーロッパ特集

“世界初”のシステムに高まる期待
交通渋滞など幅広い問題への活用も

評価レポートの例。表の左欄は訓練生の行動、中央欄は訓練生が取るべ
き行動、右欄は訓練生が取った行動を示したSCADAのデータ

BMIA社の技術者、クリスチャン・セッシー（Christian Seysset）氏（左）
に技術サポートを行うフォーラムエイトのヨアン・ペンクレアシュ（右）。
取材当日は午後いっぱいのサポートが続いた

G' VALシステムのシステム構成図。UC-win/Roadと各システムが
ソフト開発キット（SDK）によって連携するようになっている

左からヨアン・ペンクレアシュ（フォーラムエイト）、フィリップ・
マルソー氏（BMIA）、ブレンダン・ハファティー（フォーラムエイト）、
クリスチャン・セッシー氏（BMIA）
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ユーザー紹介／第 93回

設立約20年の新しい大学
発展的な試みで高い評価

交通渋滞の予測シミュレーション
でUC-win/Roadを活用

ボルドー
（フランス）

ロバートゴードン大学
ロバートゴードン大学

URL● http://www.rgu.ac.uk/

所在地● アバディーン（英国・スコットランド）

研究内容● 都市・建築環境

ロバートゴードン大学教員Amar Bennadji 博士（左）／World16 サマーワークショップでのプレゼンテーション（右）
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ユーザー紹介／第 93回ユーザー紹介／第 93回ユーザー紹介／第 93回

アバディーン
（英国）

User
 Information
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Up&Coming93 号　ユーザ紹介／ヨーロッパ特集

低カーボン車の研究拠点

エコドライブプラグインの利用

AMAPデビッド・クロラ教授

サンダーランド大学 /AMAP
サンダーランド大学　応用科学学部

Automotive and Manufacturing Advanced Practice （AMAP）

URL● http://centres.sunderland.ac.uk/amap/

所在地● サンダーランド（英国）

研究内容● 電気自動車・低カーボン車、人間工学
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ユーザー紹介／第 93回

User
 Information

サンダーランド
（英国）

ロバートゴードン大学のキャンパス移設に伴う交通や汚染問題、バイパス検討などを研究する同氏のプロジェクトで使用されたVRモデル
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ユーザー紹介／第 93回

シミュレータによる比較テスト

AMAPのHPで紹介されているUC-win/Roadを利用した研究プロジェクト（左）／
AMAPが作成し研究に利用している、エコドライブプラグインを用いたVRモデル（ロンドン）（右）

iDrive型DS
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Up&Coming93 号　ユーザ紹介／ヨーロッパ特集

交通計画とモデリングが主軸とし
多様なプロジェクトに対応

フォーラムエイトとの連携

Omnitrans International BV社 最高経営責任者Erik de Romph氏

Omnitrans International BV
Omnitrans International BV

URL● http://www.omnitrans-international.com

所在地● デベンダー（オランダ）

主要分野●交通計画と交通モデリングソフトの開発
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ユーザー紹介／第 93回

User
 Information

デベンダー
（オランダ）

OmniTRANSによる交通モデリング
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ウェブテクノロジー「コミＰｏ！」

■ 手軽に漫画が作成できる「コミPo！」

�

■ 4つのステップで漫画が完成！

■ 自作のモデルや背景に対応

■ 企業での利用について

ウェブテクノロジ 「コミＰｏ����������	
便利ソフト情報

����������	
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便利ソフト＆
　　　最新デバイス情報
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■ 身近になるデジタル映像

　
■ コンパクトかつ大容量

　

■ プレーヤーは多機能、低価格で
 据え置き型が主流

　

■ BD-Liveによるインタラクティブな
 コンテンツを加えたオーサリングも可能

　
■ 多彩なコンテンツをインタラクティブに

Blu-rayプレイヤー最新事情BBBlu-rayプレイヤ 最新事情���
����
最新デバイス
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建物や車などをスクリーンとして映像を投影するプロジェクションマッピングの手法が、最近注目
を集めています。日本では、クリエーターやプロデューサーによって構成されたプロジェクション
マッピング協会（PMAJ）が中心となって、自治体と連携した地域活性化の取り組みなど、多彩
なシーンで活用され始めています。

プロジェクションマッピング

▲
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

誌上セミナー

Vol.

　UC-win/Road SDKの概要　

　UC-win/Road SDKの構成　

UC-win/Road SDKをインストールすると、デフォルトでは「C:\

UCwinRoad_SDK」フォルダに展開されます。

「UC-win/Road_SDK」フォルダ 

├─「Library」フォルダ

プラグインのコンパイルに必要な各種ライブラリファイルが

コピーされます。

├─「Pluginsフォルダ」

サンプルプラグイン別にフォルダが作成され、サンプルの

ソースがコピーされます。

└─「UILフォルダ」

プラグインのフレームワークのファイルがコピーされます。

　Pluginsフォルダには【表1】のようなサンプルプログラムが入ってお

り、ビルドすることで実際に動作するサンプルとなっています。

線形ＩＰ情報出力ツール

道路データ作成

地形処理

道路の交通設定

カメラ・視点の制御機能

環境設定

人間キャラクタの制御

景観３Ｄモデルの出力

３Ｄモデルの作成

車両の動作プロファイル編集

ログ取得機能、ユーザークリックイベント

車両運動モデルの置き換え

ログ出力制御、 シナリオイベント・
Waypoint のカスタマイズ

道路測点管理

スピードメーター表示

■表１　Pluginフォルダに格納されているサンプルプログラム一覧

■

VR開発講座（1） 5
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誌上セミナー

　UC-win/Roadはプログラミングで言う一般的な「オブジェクト」で構

成されています。この、UC-win/Roadの各オブジェクト（要素）に対して、

地形、道路、横断面、３Dモデル、カメラ、テクスチャなどの１つの

オブジェクトがそれぞれ割り当てられています。本APIでは一部のオブ

ジェクトの中から一部の手続きや関数をDelphiの Interfaceの仕組みを

用いて公開しています。

　 UC-win/Roadとプラグインの連携　

■

プラグイン作成時に必要なインタフェース

UC-win/Roadアプリケーションのインタフェース

プロジェクトのインタフェース

道路オブジェクトのインタフェース

地形オブジェクトのインタフェース

全てのオブジェクトのベースインタフェース

3Dオブジェクトのインタフェース

3Dモデルインスタンスオブジェクトのインタフェー
ス

OpenGL の描画に使用するインタフェース

ログの取得に使用するインタフェース

車

その他　　　　各種アクセス先

キャラクタ

車の各種
ログ情報

■表2　PluginCoreに定義されている主なインタフェース
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座建築エンジニアのためのプログラミング入門講座土木建土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講ング入のたンジ プロ

Vol.Vol.55

■ユーザー入力に関するコールバックの設定：
　ゲームコントローラの入力：ボタンが押された時と戻された時の例

　UC-win/Road SDKの基本的な使用方法　

メニュー プロジェクト（データ） シミュレーション制御

ファイルメニュー 地形 視点制御

オプションメニュー 道路 シミュレーションON/OFF

ツールメニュー 横断面 モデル位置制御

交差点 信号機の制御

モデル

アプリケーションサービス

■図2　アプリケーションサービスの仕組み

コールバック関数
登録されている

イベントが
発生

Plugin

コールバック関数
の登録

コールバック関数
の実行

UC-win/Road

シミュレーション中

YES

YES

■図 1　コールバックの仕組み
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誌上セミナー

　UC-win/Road本体の構造　

　データの構造　

　SDK APIの構造　

樹木 モデル

地形

空

道路

太陽

プロジェクト

■図4　プロジェクトクラスとオブジェクトの概念

メニュー

ツールバー

道路、３Dモデル、樹木などの
オブジェクトデータによって
構成される景観の表示

■図3　UC-win/Roadのインタフェース
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座建築エンジニアのためのプログラミング入門講座土木建土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講ング入のたンジ プロ

Vol.Vol.55

IF8ProjectForRoad

IF8Road IF8Section

IF8TurningPoint IF8RoadThing

IF8VerticalCurve

IF8VerticalCurveTurningPoint

IF8ModelInstance IF8ThreeDeeStudio

IF8MovingObjectInstance

IF8CharacterInstance IF8QuakeIII

IF8Tree2D IF8Terrain

IF8Tree2DInstance

凡例
IF8ProjectForRoad プロジェクトデータ IF8ThreeDeeStudio ３Ｄモデルオブジェクト
IF8Road 道路データ IF8ModelInstance ３Ｄモデルオブジェクトインスタンス
IF8Section 道路断面データ IF8MovingObjectInstance 移動モデルインスタンス
IF8TurningPoint 道路平面線形の方向変化点データ IF8QuakeIII MD3キャラクタリストオブジェクト
IF8RoadThing 道路断面変化点データ IF8CharacterInstance MD3キャラクタオブジェクトインスタンス
IF8VerticalCurve 道路縦断線形データ IF8Tree2D 2D 樹木オブジェクト
IF8VerticalCurveTurningPoint 道路縦断変化点データ IF8Tree2DInstance 2D 樹木オブジェクトインスタンス

IF8Terrain 地形データ

■図5　プロジェクトに関するAPIの構造

　各種イベント　

　道路の生成プロセス　

エンジニアのプログラミング入門セミナー   
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韓国交通安全公団（TS）

各種プロジェクトを通じ韓国の交通安全を推進

TSが取り組む主要な交通安全プロジェクト
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������ ［山梨県］

猿橋� 新猿橋

猿橋は、周囲の自然との美しい調和を誇る国の名勝に指定（1932
年）された、日本三大奇橋の一つ。安藤広重の「甲陽猿橋之図」、
十返舎一九、富岡鉄斎、荻生徂徠など多くの文人が絵画、紀行
文、詩句を残した名所。古くは推古天皇の時代、両岸から猿が
何匹もつながって川を渡るのを見て橋を渡すことを思いついた
という伝説がある。架橋時期は不明であるが、少なくとも1756
年と考えられる刎ね橋の記録がある。江戸時代では、両岸がそ
そり立つ崖の場合、橋脚を造れないので吊橋を架けるのが一般
的であるが、もう一つ刎ね橋という形式が日本には存在した。

刎ね橋は、岩盤に穴を開け刎ね木を差し込んで中空に突き出さ
せる。その上に同様の刎ね木を載せ、これを何本も重ねて跳ね
出していく。即ちキャンチレバー（片持ち式）工法である。こ
れを足場にして、その上に上部構造を組み立て、板を敷いて橋
にする。昔の猿橋は、橋に屋根をかけて雨による腐食を防いで
いたそうである。これを継承して、岩盤をコンクリートで固め
て基礎とし、H鋼と木材で架けたのが旧橋であり、その上流
10mの位置に平行して、鋼製アーチが架けられた。国道20号
に架かる新猿橋は、旧橋の見物人で今も賑わっている。

橋長 ● 500m

このルートは、優れた自
然環境のもとで美しい
景観を持つ道路として、
1987年（昭和62年）「日
本の道百選」に選ばれた。
本橋は、昭和43年に着
工、46年完工の富士五

湖の一つ河口湖を横断して国道139号に至る道路橋である。当
初は有料であったが、2005年に償還を終了した。鋼重2,152tの
大型橋梁で、架設は組み立て式起重機船を湖に浮かべて行った。

河口湖大橋

橋長 ● 32m 幅員 ● 3.3m（旧橋）

�

甲府市と南アルプス市を結ぶ道路橋。「開国」とは、釜無
以西の西郡（にしごうり）地域の発展を願って命名した
ものである。甲府市から中央道白根 ICへの重要なバイ
パス道路として、ラッシュ時を中心に交通量は多い。

橋長 ● 492m

開国橋　

幅 ● 7.25+3.5m
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ＮＰＯ法人シビルまちづくりステーション
関東地方の橋百選より
�����������	�
���	�
����

長潭橋は、山梨県内に
おける景勝地のひとつ
である御嶽昇仙峡のシ
ンボル的な役割を果た
している。1925 年に
架けられ幅員は狭いが、
この景観保存のため架
け替えないでいる。

長潭 (ながとろ )橋

橋長 ● 34.6m

橋長 ● 58.6m 橋長 ● 103m(3×33.5） 橋長 ● 140ｍ

幅員 ● 3.6m

幅 ● 6.6m 幅員 ● 5.5m

1932年に架けられ
た県の峡北地方で
は初のＲＣアーチ
である。上流に新
橋が出来たが、保
存運動が起こり、
歩道橋として残さ
れた。

万年橋

1931年に架設、1993年新橋が下流に架設
されたが歩道橋として保存。有形文化財に
指定され、勝沼葡萄郷のシンボルとして広
く親しまれている。

1933年山梨市笛吹川に架設。平安時代か
ら文人画人が遊んだ笛吹川の名勝差出 (さ
しで )の磯に架かるアーチがユニークで、
市民に愛されている。

1993年、山梨リニア実験線として中央道
を跨ぎ、横取り工法という方式にて架設さ
れた。ニールセンローゼ橋は、鉄道橋とし
ては初めての形式である。

祝橋 亀甲 (きっこう )橋 小形山 (おがたやま )橋梁


 八ヶ岳高原大橋は、
1994年に架設。橋面
から河床まで120m
と高く大空のトラス
の感じ、八ヶ岳や紅
葉の景観が楽しめる。

八ヶ岳高原大橋 

橋長 ● 490m 橋脚の高さ ● 74m

�

清里の川俣川渓谷に架かる東
沢橋。八ヶ岳の赤岳と赤い
アーチがマッチした名所であ
る。紅葉のシーズンも良い。

東沢橋

橋長 ● 90m

� �


 � ��
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 福田知弘氏による 「都市と建
築のブログ」の好評連載の第13回。毎
回、福田氏がユーモアを交えて紹介する
都市や建築。今回は神戸の３Ｄデジタ
ルシティ・モデリングにフォーラムエイト
VRサポートグループのスタッフがチャレ
ンジします。どうぞお楽しみください。

●憧れの大都会
加古川で生まれ育った小生にとって、神

戸は今でも憧れの大都会。154万人の人口

を擁する神戸市は、明治開港以来、140

余年で建設されてきた都市である。東西

に細長く伸びる市街地に加え、山あり、あ

り、温泉あり、スキー場あり、牧場あり、

白い砂浜あり、そして、異国情緒あり。阪

神・淡路大震災で大きな被害を受けたが

復興を遂げ、近年では眺望景観をはじめ

とした景観まちづくりが進められている。

そして2008 年には日本初・アジア初のデ

ザイン都市としてユネスコに認定された。

目抜き通りの税関線（フラワーロード。図１）

も今年から21世紀型の街あかりへと生ま

れ変わる予定。早速、都心をまちあるきし

よう。

●駅として再建されたレンガビル
市営地下鉄海岸線みなと元町駅（図２）。

このレンガビルは、日本の草分け的建築

家で日銀や東京駅も手がけた辰野金吾氏

が設計。1908 年に第一銀行神戸支店とし

て建設され、1966 年からは大林組が神戸

支店として使用。しかし阪神・淡路大震災

で大きく損傷した。修復は不可能に思わ

れたが、内部を更地にした上で南西の角

に面した壁が再建され、みなと元町駅の1

番出入口として使われている。みなと元町

駅から一本南の筋は、近年「オシャレな街」

として注目を集める乙仲通り。

●中華街
開港に伴い、外国人居留地の西側に中

国系在留民の居住地として形成された南

京町（図３）。現在も個性的な商店が集ま

り、界隈性と活気に溢れている。中華料

理や肉まんなどの有名店が並びどこのお店

も行列。そのため、大勢の人々が軒先で

飲食しているのだが、驚くべきは公共空間

が清潔であること。中心部にある南京町

広場にはゴミ箱は置かれていないが、ゴミ

は落ちていない。これは、継続的な商店

街の努力とお客さんの理解とが結実したも

のだ。今回小生は、Cool な建物で販売さ

れていたHotなコロッケを食べ歩き（図４）。

●鼓形の構造美
潮風に誘われて神戸港へ。真っ赤な、

日本古来の鼓をイメージした構造美のタ

ワーが見えてきた。ポートタワーだ（図５）。

高さ108m。神戸開港 90 周年を記念し

て1963 年に完成した当時は中突堤の上に

建っていた。しかしその後、タワーの両側

が埋め立てられ、埠頭上に建つという独特

な立地条件は変化している。日本で初め

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

������
神戸：山も海もあるデザイン都市

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授、博士（工学）。環境設計情報学が専門。高松市4
町パティオデザイン、近江八幡市のまちづくり、台湾Next Gene20 など、国内外のプロジェクトに関わる。
安藤忠雄建築展 2009水都大阪1/300 模型制作メンバー、NPO法人もうひとつの旅クラブ副理事長、大阪
旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーション
と新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。ふくだぶろーぐは、http://y-f-lab.jp/fukudablog/

図１　JR三ノ宮駅より市役所方面

図4　中華街のコロッケ屋さん図2　みなと元町駅

図3　中華街
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てライトアップされた建造物としても有名

であり、近年は LED 投光器に置き換えら

れた。毎月第一日曜日は「神戸プロポーズ

の日」。ポートタワーの輝きが大切なプロ

ポーズをアシストしてくれる。

●シドニー似
その1週間前にシドニーを訪問していた

からなのか？中突堤中央ターミナルに立つ

とシドニーのサーキュラーキー (Circular 

Quay) の風景に思えてきた。サーキュラー

キーは、シドニーの海の玄関口。フェリー

やクルーズ船が発着を繰り返し、鉄道や

バスにも接続する交通ターミナルでもあ

る。サーキュラーキーに立てば、右手にオ

ペラハウス、左手にハーバーブリッジ、対

岸には住宅地を臨める。湾内には行き交

う船たち。汽笛や水しぶきの音。これらは

観光客よりはむしろ、市民の活動から生

み出される。一方、神戸では右手にモザイ

ク、左手に船型のホテルと神戸大橋。正面

には神戸空港。大小のクルーズ船も出航。

神戸港の風景は、既に日本の港町を代表

するものであるが、まだまだ魅力的な風景

になりうると思う（図６）。因みに、モザイ

ク近くの神戸ガス燈通りでは、毎日3回（20

時、21時、22 時）にハーバーウィンクが

楽しめる。これは、59 分に全ての照明を

一旦消灯し、0分に再点灯して、点灯の瞬

間を楽しもうというもの。

●ゲーリー建築
デ・コンストラクション建築を手掛ける

世界的建築家、フランク・ゲーリー。ビル

バオ・グッゲンハイム美術館（1997年）が

彼の代表作であるが、何と今から24 年前

の1987年、彼は神戸に作品を創っていた。

フィッシュ・ダンスと呼ばれる、高さ21ｍ

の鯉のオブジェ（図７）。それほど目立たな

い場所に建っているのが少々勿体ない。脇

のカフェでコーヒーブレイクしながら、「こ

の鯉は、もっとシンボリックな場所で泳ぎ

たいはず～」とつい妄想。

●最短国道
国道174号線は日本一短い国道（図８）。

全長187.1m。沿道にある神戸税関は 2代

目で1927年竣工。中に入ると、シンガポー

ルのラッフルズホテルのような雰囲気を感

じる。建物のすぐ北側には阪神高速道路

が走っているが、中庭からは見えないし騒

音も感じない。都心なのに、切り取られた

空だけが見える贅沢な空間。この中庭か

らはいつまでも「空だけ」が見えますよう

に。。。向かいの旧神戸市立生糸検査所は

2代目神戸税関と同じく1927 年竣工。近

年、使われなくなったこの近代建築を神

戸市が買収し「デザイン・クリエイティブ

センターKOBE（仮称）」として再整備中。

今年 3月には景観形成重要建築物に指定

された。デザイン都市・神戸のシンボル施

設として、デザイン事務所や映像制作会社

のオフィス、教育施設などが入居する交流

の場を計画している。

ここからフラワーロードを北上し、三ノ

宮駅を抜けて北野界隈へ。  

●1000万ドルの夜景
神戸は日本三大夜景の一

つに数えられる。「100万ド

ルの夜景」という言葉も神

戸発祥。この由来は、昭和

20 年代に六甲山の山頂から

眺めることのできる神戸－大

阪間の電灯の電気代の合計金額を当時の

レートで換算したことから。以来、電灯の

数は大幅に増えたので現在は既に1000万

ドルの夜景と呼ばれる。

最後に、神戸のまちづくりと小生との関

わりについて触れておきたい。実は、神戸

21世紀・復興記念事業として、北野地区

にある風見鶏の館＋萌黄の館＋北野町広

場＋北野町中公園を対象にした夜間景観

デザイン競技が2001年に実施された。そ

のデザインが風見鶏の館界隈で実際に完

成している（図 9）。付近は住宅地であり、

観光客がいきなり大勢来られても困るとい

うことで、夜間景観デザインは日没から午

図6　中突堤よりモザイク方面

図5　神戸ポートタワー 図7　 フィッシュ・ダンス

図８　国道174号線

図９　風見鶏の館界隈
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後10 時までを演出モード、深夜になると

既設の街灯を再利用した生活モードという

時間帯に応じて変化する提案。審査員に

対するプレゼンテーションでは照明シミュ

レーション付きVR（Virtual Reality）を用

いて、歩いていく人間の目線でライトアッ

プ効果を検証した。

照明は技術的な要素も大きく、市民参

加型によって夜間景観まちづくりを進めて

いくことは中々難しいのだが、省エネル

ギーへの配慮やLEDや有機 EL等の新光

源の開発から、夜間景観まちづくりの必要

性や実現の幅は益々高まっている。今後、

照明シミュレーション技術がより高度化さ

れ、操作性が高まることで、市民参加型

の可能性がぐっと高まることを期待してい

る。

注1） なし

UC-win/Roadによる3次元VR（バーチャル・リアリティ）モデルを作成したものです。
「デザイン都市・神戸」の都会らしさと港町の景観を表現。元町一丁目交差点から見る錨

のシンボルなど、神戸の魅力的な景観の特徴である港と六甲山の山並みと市街地が一体

となった眺望景観を再現しました。三宮駅と市役所周辺など市中心部のほか、神戸ポート

タワーやランドマークとなる建造物、ポートライナー、高架高速道路も表現。また、神戸市

が推進する次世代スパコン「京」の施設や、フォーラムエイトのスパコンクラウド神戸研

究室も置かれている高度計算科学研究支援センターと「京コンピュータ前」駅など周辺

施設をモデル化。ポートアイランド2期の開発の様子と神戸空港の遠景を表現。

■VR-Cloud™閲覧URL ： http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog13.htm#city

「神戸」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・神戸by UC-win/Road

体験サイトURLからVR-Cloud™クライアントをインストールして、渋谷駅前交差点モデル、日本平パークウェイモデルなどをご体験ください。

�
�
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®

土木設計もクラウドで／事務処理もクラウドで

NEWNEW

スパコンならではの
高い演算性能を活用した

新しいソリューションサービス
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“富朗巴軟件科技有限公司”の北京事務所が開設（2011年9月）
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���
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Engineer's Studio®、洪水氾濫浸水解析シミュレーション、道路損傷
情報システムがNETIS「震災復興・復旧に資する技術情報」認定
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DTEI（南オーストラリア州政府  交通・エネルギー・インフラ部門）、
　　道路計画・設計パネルとしてFORUM8 AU Pty Ltd.を選出
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建築３Dパース検定がスタート、BIM対応Allplanも利用可能！
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���
�

�����

サンデー毎日 8/9合併号「会社の流儀」に弊社紹介記事掲載
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新しいソリューションサービス「スパコンクラウド™」商標登録
�

�
�

�

�
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BIMによる設計コンペティション「Build Live Kobe2011」
　スパコンクラウド神戸研究室周辺の敷地が今回の課題に
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さまざまな形でユーザの皆様に最新情報を発信！
      Facebook / Twitter / モバイルサイト / 新メールサービス

	�
���
�
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New Products

™のよう

な

™ ●VR-Cloud™ 体験セミナー
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New Products

™

™

™ 
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™の新

™
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New Products

™「

�
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●スパコンクラウド™体験セミナー
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New Products
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New Products
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New Products

�：
●スパコンクラウド™体験セミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

I
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

●橋台の設計セミナー　　　　　　
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New Products

●土留め工の設計セミナー　　　　　　
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

●配水池・排水機場の設計セミナー
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New Products
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New Products

●配水池・排水機場の設計セミナー
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New Products
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New Products
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New Products

●UC-Draws for SaaS･電子納品･3D 配筋CAD セミナー
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New Products
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User Information

Multiframe
総合情報 
Vol.22

 INFORMATION

for USERS 3次元構造解析セミナー

Multiframe
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User Information

xpswmmxpswwm
総合情報 
Vol.23

INFORMATION

for USERS 有償セミナー
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User Information

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.22

INFORMATION

for USERS 有償セミナー



Theme2011　“SHIBUYA Bridge”
ペデストリアンブリッジデザイン～新しい都市空間装置～



ソフトウェアセミナー随時開催　～   9月30日（金）

UC-win/FRAME（3D）Engineer’s Studio®

UC-1/UC-1 for SaaS

Multiframe DesignBuider

SMARTFIRE

UC-win/Road

VR-Studio®

xpswmmOSCADY/TRANSYT

Ver.UP

9/1 10/1 11/1 11/16

   http://vdwc.forum8.jp

EXODUS 避難解析支援サービス風・熱流体スパコン解析支援、シミュレーションサービス

Allplan

中間段階での個別アドバイス、Web個別アドバイス（日英中韓）

対象ソフトウェアライセンス無償貸与期間　～11月30日（水）

エントリー受付期間　～   9月30日（金） 作品提出　10月1日（土）～ 10月31日（月）[必着]

11月4日（金） 最終審査・結果発表
　Virtual Design World Cup 2011最終選考委員会、
およびフォーラムエイトHPにて発表予定

11月15日（火）～17日（木）表彰式・展示
「フォーラムエイト・デザインフェスティバル2011-3Days」
於：東京、品川フロントビル　16日（水）午後の部に表彰式を開催



Up&Coming93 号 3D・VR Engineering Service64 Up&Up&ComCominging9393 号 3D VR Engineering Service646

イメージ議論・モデル作成から見せ方検討まで
Virtual Design World Cupワークショップ第２･３回

�
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●A：「ユニバーサル」チーム
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●B：「渋谷エイト」チーム
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Support Topics
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Support Topics
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Support Topics
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イエイリ・ラボ体験レポート

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート
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Ieiri Labo
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「VR-Cloud™」

�

�

�

●次回は、「Engineer's Studio®」

体験セミナーをレポート予定です。

�
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World16 サマーワークショップレポート

第4回 国際VRシンポジウム-World16 サマーワークショップ
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World16 サマーワークショップレポート
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World16 サマーワークショップレポート
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World16 サマーワークショップレポート
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World16 サマーワークショップレポート
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World16 サマーワークショップレポート

�
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���
イタリア・トスカーナ地方の歴史的な街ピサを拠点として行われた、第 4回国際 VRシンポジウム サマーワークショップ。
今回のW16通信では、ワークショップの合間を縫ってW16メンバーで巡ったピサ、ルッカ、フィレンツェでの街歩きの様子と、
クロージングワークショップが行われたヴェニスでのツアーの模様をレポートします。
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ディーラ・ネットワーク・ニュース

®

�������
欧州パートナーネットワーク

プロジェクションマッピング協会
　　　 ����
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海外イベントレポート

™

������
ITS China 2011
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アジア国際 IT円卓会議
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国内イベントレポート

������
第19回 3D＆バーチャルリアリティ展 
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国内イベントレポート

������
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大分工業高等専門学校　オープンキャンパス 

自然災害＆S3D研究会（地震・津波・台風・竜巻等） 
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国内イベントレポート

������
FSEGガレア教授来日記念セミナー・懇親会
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国内イベントレポート

������
神戸市主催セミナー／神戸のつどい

�
���
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セミナーレポート

������
車両軌跡／駐車場作図体験セミナー
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下水道体験セミナー
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水工設計体験セミナー
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イベントプレビュー

���$%��
フォーラムエイトフェア2011

�

�

� �

™

CAD＆VR

BIM＆VR

���

�

���$%��
出展イベントのご案内

セミナープレビュー／ 
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イベントプレビュー

�
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�　・
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Theme2011　“SHIBUYA Bridge”
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イベントプレビューイベントプレビュー

スクリプト（５分）・シナリオで作品を表現し、評価・投票をクラウド上で実施。
インターネット環境さえあれば、自宅やオフィスなどから作品の閲覧と一般投票が行えます。

「土木・解析」セッション 「建築・BIM」セッション

9:20

12：00

9:20

12:00

［特別講演8］  「BCP策定支援事業の最新事情」(仮題)
ニュートン・コンサルティング株式会社 代表取締役社長　副島一也氏

［プレゼンテーション4］  「自治体ソリューション・BCP支援ツール」
フォーラムエイト・スパコンクラウド開発チーム

［特別講演9］  「シンガポールにおけるBIMマーケットの動向」（仮題）
National University of Singapore, School of Design and Environment,

Department of Building,　Dr. Evelyn Ai Lin TEO

［プレゼンテーション5］  「フォーラムエイト　BIM&VRソリューション」
フォーラムエイト・VRサポートGroup

［プレゼンテーション6］  「赤外線センサを利用したヒートスキャンサービス」
フォーラムエイト・ロボット開発チーム

「土木・解析」セッション 「水工」セッション　会議室Ｂ

13:00

17：00

13:00

17:00

「xpswmmユーザ会」
［特別講演10］  「リスクアナリシスによる洪水リスクの定量化」（仮題）

芝浦工業大学 工学部土木工学科 都市環境工学研究室 教授　守田 優 氏
［特別講演11］  「都市域の雨天時汚濁流出解析におけるモデリングの視点」（仮題）
東京大学大学院　工学系研究科附属水環境制御研究センター 都市工学専攻 教授　古米 弘明 氏

����

����

第10回 3D・VRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド2011

第5回 デザインコンファランス

����������	
���
���������

11.15 火

11.17 木
会議室A

会議室A

審査会場（審査員による投票）
フォーラムエイト 東京本社 セミナールーム

会議室B

会議室B

投票者
1000FPB
プレゼント

休憩(10)

休憩(15)

休憩(10)

ユーザ様ランチ無料ご招待  　

第12回 UC-win/Road 協議会 会議室AB 第 5回国際VRシンポジウム 会議室AB

9:10

12:00

［特別講演1］  「交通流シミュレータによる自動車制御研究、将来展望」（仮題）
九州大学 大学院システム情報科学研究院 教授　川邊 武俊 氏

13:00

17:50

第10回 3D・VRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド2011発表
受賞作品発表、審査員講評、クラウドによる表彰式

Virtual Design World Cup
第1回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド授賞式
受賞作品発表、審査員講評、優秀作品プレゼン

［特別講演5］  「デジタルサイネージュの最新技術」（仮題）
プロジェクションマッピング協会 代表　石多 未知行 氏／副代表　町田 聡 氏

World16研究発表
ウィンストン・セーラム州立大学／ザイード大学／大阪大学／ 
ニュージャージー工科大学／ロバートゴードン大学／マギル大学 
フロリダ大学／アリゾナ州立大学／ピサ大学
ビジネスモデリング研究奨励賞発表
バーレーン大学／ハーバード大学／ジョージア工科大学
香港中文大学／カリフォルニア州立大学サンタバーバラ校

［特別講演2］  「CarSim, TruckSim, BikeSimとの連携による
　　　　　　　　　　　　　　3DVRの活用と将来的展望」（仮題）

Mechanical Simulation Inc.　Dr. Thomas Gillespie

［特別講演3］  「ITS対応カーナビの紹介と
ドライビングシミュレータの活用について」

アルパイン株式会社 京浜開発室 主幹技師　藤田 謙一郎 氏

［特別講演4］  「HMD連携ドライブシミュレータ」（仮題）
Hyudai Motors,Ajou University　Jeon Yong Wook 氏

［プレゼンテーション1］  「8DOFドライブシミュレータの開発」
フォーラムエイト・システム開発グループ

［プレゼンテーション2］  「UC-win/RoadVer.6におけるドライブシミュレーション機能」
フォーラムエイト・VR開発グループ

17:50 書籍出版記念 ネットワーキングパーティ
「先端グラフィックス言語入門  ～Open GL Ver.4 & CUDA～」

大学

」

先端

グラフィックス言語
入門

OpenGL編
１．VRと OpenGL
２．Delphiでの OpenGL開発
３．プリミティブ図形の描画
４．座標系と幾何変換
５．ライティングとマテリアル
６．テクスチャマッピング
７．シェーディング言語 GLSL

SDK編
１．SDKでの OpenGL開発
２．サンプルプログラム解説
３．UC-win/Roadでのケーススタディ

CUDA編
入門から応用プログラム解説

● OpenGLVer.4入門
● シェーディング言語 GLSL解説
● UC-win/RoadSDKを活用した
　 　　　OpenGLプログラミング
● CUDA入門
● CUDA応用プラグラム解説

土木建築エンジニアの
OpenGL プログラミング入門書

9 10

����

第5回 国際VRシンポジウム ／ 第12回 UC-win/Road協議会／3D・VRシミュレーションコンテスト受賞作品紹介
Virtual Design World Cup　第1回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド授賞式

�������������
���������11.16 水

休憩(10)

休憩(10)

ユーザ様ランチ無料ご招待  　

［代理店 /コンサルタント様向けエキスパート養成講座］
UC-win/Road・エキスパート・トレーニングセミナーは、UC-win/Roadを販売する代理店や
UC-win/Roadを使用してVR業務の提案を行うコンサルタントの方 の々ためのセミナーです。

  エキスパート・トレーニングセミナー　 参加費無料

休憩(15)

Day2・Day3の会期中、ドライブシミュレータ体験を 
はじめとする展示を終日行っております。

・ VR-Cloud™　・ スパコンクラウド™サービス 
・ BIM&VR、３DVRエンジニアリングサービス 
・ UC-win/Road for RoboCar®+Kinect™&iPhone
・赤外線深度センサによるマルチクラスタデジタ 
  ルサイネージシステム　・ 鉄道シミュレータ　
・ UC-win/Road模型VRシステム

��������

VR-Cloud™

����	
�����������������	�	���	� 
 UC-win/Road エキスパート試験実施
認定試験合格者にはUC-win/Roadエキス
パートとして認定証をお渡しします。

��������

［特別講演1］  「土木構造設計における最新研究と今後の技術展望」（仮題）
東京工業大学大学院 理工学研究科

教授　川島 一彦 氏

［特別講演2］  「世界最速スパコン“京”の土木建築自動車分野での有効活用」
財団法人 計算科学振興財団

共用専門員 博士（工学） 　西川 武志 氏

［プレゼンテーション1］  「スパコンクラウドサービスの概要」
～解析クラウドサービス／ 騒音音響スパコン解析／　

風・熱流体スパコン解析／VR-Cloud™～
フォーラムエイト・スパコンクラウド開発チーム

フォーラムイト東京本社
GTタワーセミナールームエキスパートセミナー

11.17 木
13:00-17:30

11.18 金
9:30-17:30

休憩(60)

［特別講演3］  「地震リスクマネジメントの適用事例」（仮題）
株式会社篠塚研究所 取締役　中村 孝明 氏

［特別講演4］  ユーザー講演　構造解析編 ①

［特別講演5］  ユーザー講演　構造解析編 ②

［プレゼンテーション2］  「UC-win/FRAME(3D)、Engineer's Studio®シリーズ」
フォーラムエイト・解析支援チーム

［特別講演6］  ユーザー講演　地盤解析編 ①

［特別講演7］  「GeoFEASによる地盤解析で気をつけていること」（仮題）
株式会社ブルドジオテクノ 代表取締役　花田俊弘 氏

［プレゼンテーション3］  「地盤製品シリーズ」　
フォーラムエイト・UC-1開発第一Group
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	���������	�� ���������		�������������������������������������������		�������������� �����������������������������������新製品／新バージョン情報
�

【無償改訂】　・車両運動モデルの改善　・衝突処理の改善　・点群モデリングの機能改善
・トンネル照明機能　・自動車のコックピットの改善　・路面属性の追加　・シナリオ機能の改善
・歩行シミュレーションの改善　・ドライビングシミュレーションオプション　
・自動車ワイパーの表現　・InRoads 最新版対応　　
【別売オプション】・騒音シミュレーションオプション　・リプレイオプション

UC-win/Roadで作成したVRデータを、インターネット環境さえあればインタラクティブに参照・体感
できる参加型システム。パソコンの性能や場所を問わないため、VRによる都市計画やまちづくりなどの
プロジェクト全般において、広報展示や合意形成の支援ツールとして利活用できます。サーバ上でUC-
win/Roadを実行させ、バーチャルリアリティをネットワーク上のサービスとして提供いたします。ウェブ
ブラウザで公開されたVR空間の操作が可能です。用途に応じた3バージョンを提供いたします。

・運転状況の再現、シナリオへの組み込み、相手の自動車からの視点確認

・道路騒音、工事、機械騒音の解析 および UC-win/Road 上でのビジュアリゼーションに対応

・UC-win/Roadと12d Model 間の双方向データ連携を行うプラグインツール
・データ連携の情報ファイルは、12d Model の「12d Ascii file format」を主として使用（Advanced
標準搭載）

・道路中心線の抽出、横断面の抽出機能　・データ管理機能の改善

® ・ 拡張現実位置決定システム（AUgumented REality LOcalization）を利用し、3D位置特定機能に
対応したRoboCar®。
※本プラグインの導入にはARToolkit（別売）が必要です。

大阪大学・福田知弘准教授のアイデア・技術協力により実現。大規模な構造物や空間など、計画の全体
像を体感的に把握しやすい「模型」と、さまざまな視点からインタラクティブな検討が行える「VR」
の視野情報を連携させて一体的な操作環境で提供する、新しい形のシミュレーション／プレゼンテー
ションシステム。

研究開発、教育・訓練、広報展示目的の鉄道運行シミュレータ。車両や人間工学の研究開発用、乗務員
の教育・訓練用、博物館、鉄道展等での運転体験用、列車運転ゲームなどさまざまな用途に活用可能。
実物大の乗務員室、広視界画面、動揺装置を備えたフルキャブタイプ、運転コンソール部分のみの簡易型、
PC画面への表示など規模や形状も柔軟に対応。

【無償改訂】　・カスタムオブジェクトの配置に対応　
・DSプラグインのインタフェースを拡張（DS状態取得、DSアクティブス テアリングハンドルの制御）
・シナリオ、イベントの開始条件のカスタマイズ　・新たなサンプルプログラムを追加

バーチャルリアリティ作成教育用向けに、UC-win/Road Standardを特別価格で提供。なお、従来実
施していたGISWebデータベースの提供は一時停止し、今後は SaaSを用いたGISシステムとの連携を
開発予定。※対象は小中高校生、18歳未満の学生・生徒のみとなります。

・マルチクラスタシステムを使用することで、多数のディスプレイを連携させた、大画面表示を可能にした
デジタルサイ ネージです。赤外線深度センサを使用することで、手足を使った直観的な操作を可能にして
います。電子広告の他、オフィス内の情報端末などに利 用できます。

® 【無償改訂】　・交通流シミュレーション（交通量、交通制御、交通リソースの設定）　
・スクリプト機能（スクリプト編集と実行、サブスクリプト機能、複数のスクリプトの同時起動）

・ばね特性に「BMR(CD) ダンパー」追加　
・断面から自動生成するばね特性のＭ－θ関係算出改善
・大規模モデル（11ラン、ステップ総数12万）計算後、ばね要素の時刻歴結果画面が遅い問題対策
・ばね要素の固有値解析剛性低減係数にゼロ入力可能　
・K-NET 地震波データ、JMA地震波データ読込み改善

® 【無償改訂】　・開発キット「Engineer's Studio Plugin SDK 1.06.02」と連動対応
・平板要素の圧縮側損傷基準追加（ピークひずみの３倍）　
・加速度ファイル（*.acc）、K-NET 地震波データ（*.EW、*.NS、*.UD）、JMA地震波の読込み対応
・平板要素作成コマンド「四角形メッシュ要素」の改善

® 【無償改訂】　・ばね特性に「BMR(CD) ダンパー」追加　・複数ファイル計算実行ツール
・断面などのコピー機能、表形式入力画面での自動複製機能
・複数の節点名称や要素名称を表形式入力にペーストする機能
・モデルのコピー／ペースト機能強化（オフセットでペースト）　・節点に接続している要素をハイライトする機能
・モデルの選択機能強化（直線状に選択、平面状に選択、全ての要素を選択、同一断面の部材選択、同一ば
ね特性のばね要素選択など）

・平板要素の結果画面改善（ガウス点位置表示）　
・フレーム要素の結果をテキスト形式でエクスポート（csvファイル）　
・平板要素の結果をテキスト形式でエクスポート（csvファイル）

� ・Plugin SDKは、ESの入力データを直接作成する開発キット　
・APIは、COM(Component Object Model)
・COMに対応している開発環境 (C、C++,VBA,Delphi 等 ) があれば、自由にモデルを作成可能
・開発環境でDLLを作成し、OSに登録後、ESを起動して利用
・開発環境で自由に作成した入力画面で入力、独自のファイル保存も可能。
・計算や結果画面は Engineer's Studio®本体で行うのでESが別途必要
・サンプルプログラム（現在６種）「放物線形状のフレーム (Parabola)、ボックスカルバート(Box)、直線
フレーム (Line)、5 径間連続橋の動的解析モデル (Bridge)、斜π橋 (Shapai)、４辺固定の非線形平
板要素モデル (Plate)」
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・独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）より公募された平成21年度 第 2回
「イノベーション推進事業」において採択された開発事業
・設計において重大な瑕疵が有るか否かのチェックを正確かつ短時間で実現。次の４種類で構成される。 
【システムA】：設計成果照合システム 
【システムB】：照査物性値の概算値チェックシステム（橋梁上部工、擁壁、ボックスカルバート） 
【システムC】：耐震性能静的照査システム 
【システムD】：耐震性能動的照査システム

中国基準である「コンクリート構造設計基準」道路橋設計基準」などに準拠したRC断面計算プログラム。
断面形状、配筋、設計断面力から耐力を算出する方法、設計断面力から断面配筋を決める方法などに
対応。

・FRAME(面内 )、(面外 )、(IL) の計算機能を網羅した、任意形の平面骨組解析Webサービス
・表入力部のコピー＆ペースト機能に対応　
・計算結果で複数部材（格点または支点）での結果一覧表示に対応　
・GroupWareストレージ、または、ローカルPCへのデータ保存が可能

・鋼断面の断面諸量算出，設計断面力に対する応力度と安全性の照査，最小板厚の照査および疲労照
査対応 (新機能 )

・非合成 I桁、箱桁など全１７種類の断面について，最大１００断面まで同時に計算が可能

・落橋防止工法の追加（ＰＣケーブル方式（胸壁と主桁をPC鋼材で連結）／ＰＣケーブル方式（主桁と
主桁をPC鋼材で連結））

・鉄筋量任意指定（鉄筋コンクリートによる縁端拡幅）　・ボルト任意配置（鋼製ブラケットによる縁端拡幅）
・せん断抵抗面積の算出方法拡張　・アンカー筋のせん断照査拡張

・「森林土木構造物標準設計」対応　・試行くさび法による土圧
・段差フーチング：段差形状拡張　・杭頭結合部照査拡張（NEXCO：水平押抜きせん断）
・作用力及び地盤反力度の直接指定　・橋軸直角方向フーチング照査位置指定　・配筋要領図

・ESソルバー（平板要素）を使用した翼壁の形状，計算拡張（拡張形状：重力式橋台の背面形状を考慮
した翼壁，フルウイングでパラレル部が底版端部と交差する形状，パラレルウイングで翼壁下端が底版
と交差する形状、　計算方法：平板要素解析による2辺固定版の照査）

・2008 年 3月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応。

日本語製品の機能を基本的に継承し、計算書作成のみを英語化した製品。

・4柱式ラーメン橋脚　
・フーチング断面照査位置指定
・はり，柱のみの照査（柱基部にバネ支点を設けた骨組モデル

・ESソルバー（平板要素）を使用した翼壁の形状，計算拡張（拡張形状：フルウイングでパラレル部が
底版端部と交差する形状，パラレルウイングで翼壁下端が底版と交差する形状、　計算方法：平板要素
解析による2辺固定版の照査）

・フーチング補強（増し杭工法）　・底版有効幅　・斜角時の橋座設計　・任意荷重の慣性力
・ 杭基礎時：フーチング（版）照査（ESソルバー：平板要素）（オプション）
・翼壁の形状，計算拡張（ESソルバー：平板要素）（オプション）　・側壁および隔壁の結合部照査

・フーチング下面に段差を有する橋脚の設計計算に対応　・偏土圧の影響を考慮した設計計算に対応
・地表面に傾斜を有する形状に対応　・斜面上の直接基礎としての安定計算に対応
・レベル1地震時の上載土砂の慣性力を考慮に対応　
・図面作成、3D配筋データのファイル出力機能を改善
・柱の設計、死荷重時の水平力を等価重量として考慮に対応　
・「UC-win/FRAME(3D)」データエクスポート機能の改善

・対数グラフによる変位急増点 (基礎降伏点 ) 検索機能　・立体モデルによる荷重分担率算出機能
・動的変形係数ＥＤの内部算定機能　・地層データの入力改善（周面摩擦力度データ画面との統合）

日本語製品の機能を基本的に継承し、計算書作成のみを英語化した製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した製品。

・外的安定性の検討（円弧すべりの計算）に対応　・初期入力段階における壁体断面選定機能
・切梁式土留めで、30度 60度隅火打ちに対応 ( 図面作成含み )
・タイロッド式土留めにて、控え杭間隔とタイロッド間隔が異なる場合に対応 ( 図面作成含み )
・中間杭の位置を勘案した切梁設計用スパン計算機能
・登録断面について全ての応力度照査機能
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2006 年 8月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応予定。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した製品。

・UWLC連携（等価加速度波形連携によるニューマーク法）　・設計水平震度の自動計算
・浸透流解析で降雨強度式による降雨波形生成対応　・浸透流解析で点源（揚水，湧水）対応

・双曲線法対応　・CADファイルからのインポート機能　・盛土形状の座標入力

・重力式擁壁裏法付加タイプ　・もたれ式コンクリート張工　・Ｕ型擁壁：底版主鉄筋定着位置計算
・Ｕ型擁壁：底版とフーチングの厚さが異なる形状　・切土土圧拡張（もたれ式，ブロック積の一点折れ）
・計算書出力改善（荷重組合せ一覧表出力など）

・最新の韓国設計基準の考え方に対応予定。　
・鉄筋コンクリートを終局強度対応。
・耐震設計に韓国の地域性を考慮して行う

・波返し工対応　・直接基礎安定照査（転倒，滑動，支持）ごとの載荷荷重範囲指定
・動水圧の作用位置選択　・荷重組合せ一覧表出力　・「土地改良（ポンプ場）」による許容支持力算出

・通常設計：最大・最小土かぶり時の一括計算　・地震時検討：多層地盤対応
・通常設計→地震時検討／地震時検討 (NEXCO) 入力データ連動
・門形カルバート：杭基礎の液状化検討に対応
・レベル2地震時照査オプション機能拡張（地震時検討（多層地盤対応）にも適用、地震時検討 (NEXCO)
時にファイバー要素でのモデル化））

・多層地盤　
・応答変位法による地震時検討（下水道施設耐震対策指針の設計方法）
・PC部材，RC部材ごとのせん断照査位置指定

・材料として透光性遮音板の追加　・任意荷重の載荷機能及び風荷重載荷範囲の調節機能
・落下防止索の安定照査対応

・開渠（頂版のない矩形きょ）　　・インバート形
・任意活荷重拡張（縦断方向進行）　・液状化による浮上りに対する検討
・せん断照査方法追加（道路土工の方法）　

・隔壁がある形状への対応　・開口部照査の支持条件拡張（３辺単純支持，４辺単純支持等）
・頂版の計算方法追加（３辺固定版）　・液状化の判定方法拡張　・地震時の浮上り照査

・降雨強度式追加（合成式）　・貯留施設：ピークカット方式
・「雨水浸透施設の整備促進に関する手引き（案）」（雨水浸透効果の概算方法への対応）
・浸透施設の計算強化　・流出入量の結果出力小数位の指定

・横断方向の構造計算（常時、施工時の検討）に対応。対応管種：不とう性管（RC管，PC管），とう 
性管（ダクタイル鋳鉄管，鋼管，硬質ポリ塩化ビニル管，ポリエチレン管，強化プラスティック複合管）

・水道施設耐震工法指針 2009 年版に対応　・地上構造物における地震時保有水平耐力法が計算可能
・地中構造物における応答変位法において、構造物の材料非線形化および地盤バネの非線形化に対応

・本体縦方向：内空幅変化、翼壁を含んだモデル化　・本体縦方向，門柱：L2照査用配筋入力拡張
・門柱：上屋荷重入力、主鉄筋段数拡張

・排水機場本体の地震時保有水平耐力法および応答変位法に対応。これにより、レベル２照査が可能
・終局曲げモーメントおよびせん断耐力での部材照査を行う

・マルチ2Dドメイン（2D定義域毎にセルサイズを任意設定）対応
・セルの方向を定義領域の形状に依存せず任意設定可能
・2D定義域のGIS インポート対応・AutoCAD2011対応

・滑り球体、楕円体の自動探索機能　・任意のすべり方向に対する検討に対応
・アンカー工法 (アンカー引張力 )を考慮した斜面安定解析に対応

・構造形式としては、重力式、扶壁式、突形式を予定
・設計状態としては、変動波浪作用時、L1地震時、津波作用時、偶発波朗時を想定。

・対応基準の追加　・国交省 H23.04.13 までの正誤表に対応
・ツリービューで選択中のノードに対して可能な操作をナビゲーションパネルに表示する機能を追加

当社の「電子納品支援ツール」をベースとしてSaaS（サース、Software as a Service ）化したものです。
データ作成・管理機能、検索機能、データ閲覧機能、データチェック機能、データ出力機能を提供予定です。
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・豊富な作図・編集・表示コマンドを揃えた柔軟で効率的な図面作成を可能とする２次元汎用CADであ
ると同時に土木専用コマンドを備えた２次元汎用CAD「UC-Draw」と同様の機能をウェブブラウザを
通じて利用できるようにした製品

・サーバ上のユーザーストレージ領域へのCADデータ保存 / 読込に対応（インターネットを介して社外先
からもCADデータの閲覧やアップロード／ダウンロードが可能）

・土木構造物のモデリング　・３D配筋生成　・干渉チェック
・加工図、鉄筋表生成　・２次元図面生成

・駐車場設計（平面図作図）の支援機能を有するCADシステム。
・区画内に駐車マスを容易に配置でき、作成した図面は車両軌跡作図システムに連携して駐車マスへの出
入りをシミュレーション可能。

ドイツのCADメーカーNemetschek社により開発されたBIM統合ソリューション。基本図面、レン
ダリング画像、プレゼン映像、詳細施工図、数量拾い出しや積算が連続的に行え、建物のライフサイク
ル全体を設計・表現。Architecture（一般建築CAD）とEngineering（RC構造物CAD）。

・セメント系固化材を用いた深層混合処理工法による改良地盤の検討
・改良地盤の鉛直支持力，水平支持力に対する検討および偏土圧作用時の検討
・改良体の形式は、杭形式，壁形式，ブロック形式に対応
・適用基準：改訂版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針（日本建築センター）

NetUPDATE WANにログ解析機能を実装。期間を指定して、FORUM8製品の利用状況を確認可能。

・buildingEXODUS 建築環境のための避難モデル (ex東京消防庁優マーク申請 )
・maritimeEXODUS 海洋環境のための避難モデル　・SMARTFIRE 火災モデリングのSMART CFDシステム

3DVRをクラウド上で公開する際にご利用頂けるサーバのレンタルサービス。
2週間～のレンタルに対応。UC-win/Road VRデータ１、同時アクセスクライアント数５まで設定可能。
各種回線に対応し、フォーラムエイトサーバ・データセンタサーバの選択が可能。回線速度は100MB
～１GB（専用回線～ベストエフォート）。

� スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ、高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】　Engineer's Studio®スパコンクラウドオプション　スパコンオプション解析支援サービス
　UC-win/Road・CG ムービーサービス／風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス
　騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス 
【提供予定サービス】　3DVR クラウド“VR-Cloud™サービス”／津波・流体解析シミュレーションサービス
　VR-Studio®騒音シミュレーションオプション

道路損傷情報システムは、平時及び災害時の道路損傷発生箇所の収集、提供を行うシステムです。フォー
ラムエイトでは、本システムのサービス構築、カスタマイズを自治体、道路管理者等へご提供しています。

Povray to Maxに機能追加　
・modelデータ読込と自動配置に対応　・OBJファイルの生成機能をサポート

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7.01 ／橋台の設計Ver.8.03 ／
　　　　　　　　擁壁の設計Ver.10.1／ BOXカルバートの設計Ver9.01　
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、
　　　　　　Allplan 形式、3ds 形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　・ODF（OpenDocument Format）への対応

・自社サーバのクラウド化、データセンターへの移行をサポートする、　構築・運用支援サービス
・高品質なハウジングラックのカスタマイズ提供・運用支援が国内外で可能
・国内：さくら情報システム社データセンター／海外：中国電信社データセンター
・専用インターネット回線、電源容量拡張、各種保守管理など提供可能
※フォーラムエイトはデータセンター協会賛助会員です
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�����������������������������開発中製品情報
・経済産業省関東経済局より公募された「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」(中小ものづくり
高度化法 )に基づく特定研究開発等計画の認定を受けた開発事業。

・オフィス内の配送作業、情報伝達作業等のオフィスワーカーが必要とする軽作業を支援するサービスロボットの開
発。３Dレーザスキャンデータをベースとした３次元空間地図を実装し、自立走行、位置検出及びWebベースの
遠隔制御と管理を含むシステムを提供する。

・公共土木工事における様々な工種を対象とした構造物の施工時出来形管理を行うソフト
・３次元ビューア機能を有し設計形状と実測形状の重ね合わせ表示
・差分のグラデーション表示機能により、出来形状況を３次元形状で確認可能。

® 【ケーブル要素は有償オプション予定】　・Ｍ－φ要素、Ｍ－θ特性の自動算出機能　
・Ｍ－φ要素、Ｍ－θ特性の照査機能　・残留変位照査機能　・固有値解析時の剛性低減、降伏剛性を自動算出　
・列車荷重「EA荷重」の牽引分布荷重入力　・ケーブル要素

・公共土木工事における様々な工種を対象とした構造物の施工時出来形管理を行う。対象とした工種での測定項目に
おける設計値と実測値から、誤差、平均値の変動、ばらつき等を分析。

・土木工事共通仕様書の「出来形管理基準及び規定値」の書式に準じた出来形管理帳票作成。

・マルチブラウザ対応　UC-1・３D配筋CADクラウドサービス
・UC-Draw 配筋専用「３Ｄ配筋ＣＡＤ」が有する「土木構造物のモデリング」「3D配筋生成」「干渉チェック」などの
機能を継承
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体験セミナー

EXODUS・SMARTFIRE体験セミナー

UC-win/Road・エキスパート・トレーニングセミナー  
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※社名、製品名は一般に各社の登録商標または商標です。

東 京 本 社  〒153-0051 東京都目黒区上目黒2-1-1 中目黒GTタワー15F　    Tel 03-5773-1888　Fax 03-5720-5688
東京本社開発分室
名古屋事務所
仙台事務所　
スパコンクラウド神戸研究室

Tel 03-5794-4788　Fax 03-5794-4155　 
Tel 052-551-1888　Fax 052-551-1883
Tel 022-208-5588　Fax 022-208-5590　
Tel 078-304-4885　Fax 0078-304-4884

大 阪 支 社 　
福 岡 営 業 所
宮 崎 支 社
中国上海（富朗巴）

Tel 06-6882-1888　Fax 06-6882-1880　 
Tel 092-271-1888　Fax 092-271-1902
Tel 0985-58-1888　Fax 0985-55-3027
Tel +86(0)21-6859-9898

株式会社フォーラムエイト

Seoul.  Tel +82(0)2-553-8588 　　 　 London. Tel +44(0)207-164-2028　 　　 Sydney.  Tel +61(0)2-9130-1448
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